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実践報告

自閉性障害児の 絵カー ドを用い た要求行動に対する保護者支援

神山　　努
＊ ・

野呂　文行 ＊ ”

　 本研究は 、 自閉性 障害児 1 名の 絵 カ ー ドを用 い た要求行動 に対 して 、 保護者 に指導

手続 きを教授 し 、 日常場面で 指導 ・記録 を実施 して もらうこ と の 有効性 を検討 した 。

指導手続きを立案する際に、生態学的ア セ ス メ ン トか ら保護者が 指導 を実施す る 負荷

が低 く、対象児の 要求行動が 生起 しうる場面 を選定 した。さらに、対象児 の ス キル ア

セ ス メ ン トか ら選択要求行動が標的 となる こ とを推 察した 。 その 結果、比 較的短期間

で対象児がカ
ー ドを用 い て 選択要求する こ とが可能 とな り、維持 もされた 。 また 、 保

護者の 記録行動が 維持され 、保護者が 自発的に指導場面 を増や す こ とがみ られた 。 な

お 、 社会 的妥当性の 評定結果か ら、 保護者 は支援 を肯定的に評価 して い る こ と も示 さ

れ た 。 今後の 課題 として、複数 の 事例 や標的行動 に対 して 、 実験計画 に基づ い た実践

と分析を行うこ と の 必要性が 示唆され た 。
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1．問題 と目的

　 自閉性障害 の 特徴の 1 つ と して 、
コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ ン の 質的な障害が あ り、
コ ミ ュ ニ ケ ーシ

ョ ン の 指導は 自閉性障害児に対する 中心 的課題

と され て い る （National　Research　Council，　2001）。

コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ンの 中で も要求行動の 指導は、

対象者の 要求実現の確率が高まる こ とか ら、 生

活の 質 （quality　of　life；以下 ，
　 QOL ）の 向上につ

なが る （藤金 ， 1999） な ど、様 々 な意義 が 指摘

され て い る 。

　音声表出が 困難な対象者 へ の コ ミ ュ ニ ケーシ

ョ ン の 指導は、音声の 補助 ・代替 コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン （Augmentative　and 　Alternative　Communi −

cation ；以下 ，
　 AAC ） を用 い る こ と の 有効性が

示 され て い る （黒 田 ・東 ・津 田，2002）。 具体

的 なAAC の 手段 として 、サ イ ン 言語 （若林 ・

西村，1988）、VOCA （坂井 ， 1997）、 書記言語

＊
茨城 県発達障害者支援 セ ン タ

ー

榔
筑 波 大 学 大 学 院 人 間総合科学研究科

（野 呂 ・山本 ・加藤 ， 1992）な どが挙げられ る 。

その 中で も写真や絵カ ー
ドを用 い て の コ ミ ュ ニ

ケ ーシ ョ ン は、複雑な運動反応が 対象者 に求め

られず 、 聞 き手へ の伝 達性が 高い な どの 様 々 な

利 点が ある （小井 田 ・園山 ・竹内，2003）。そ

の 指導方法は、応用行動分析学 の 立場 で は 、 絵

カー ド交換 式 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ・シ ス テ ム

（The　PictUre　Exchange　Communication　System；以

下 ，PECS ）に体系的 に まとめ られ て お り （Frost

＆ Bondy
，
2002）、様々 な対象者 に効果が示 され

（Charlop−Cristy，　Carpenter，　Le，　LeBlanc，＆ KelleT，

2002；Dogoe ，　Banda ，
＆ Lock

，
2010；Ganz，　Simp −

son
，
＆ Corbin−Newsome ，2008）、 また 、 ア イ コ ン

タ ク トな どの 行動 へ の 副 次的効 果 も示 された

（Charlop−Cristy，　et　aL ，
2002；加藤 ・宮崎 ・井上 ，

2008）。

　 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン指導の 長期目標は、 日常

場面へ の 般化 ・維持 で あ る。 そ の ため の 方法 の

1 つ と して 、対象者 の コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 行動

が 生起 しうる 日常場面 にお い て 、 実際にか か わ

一209一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assoolatlon 　of 　Dlsablllty 　Solenoes 厂　Japan

神 山　　努 ・野 呂 　文 行

る人 が指導する こ との 有効性が 指摘 され て い

る 。 保護者 と同居 して い る対象者で は 、 対象者

に対す る指導手続 きを保 護者 に助言 ・教授する

保護者支援を行い 、保護者が 日常生活で対象者

に指導
1 ）

す る こ との 有効性が 示 され て きた （飯

島 ・高橋 ・野呂 ， 2008 ；小井田 ・園山 ， 2004 ；

倉光 ・趙 ・園 山，2008 ）。 以 下 、 本論文で は、

対象者へ の 指導方法を保護者 に教授す る支援 を

保護者支援とする 。

　保護者支援の 検討点 と して 、日常場面 にお い

て 保護者が 指導を継続で きる か どうかが 挙げ ら

れ る 。 その ため に は 、 保護者の 指導実施 にかか

る負担が低 い 標的行動の 選定や、保護者の 指導

行動 に対す る強化随伴性の 整備が 重要 と考え ら

れ る 。 標的行動に 関 して 、 藤原 （2008） は保護

者が指導 しやすい 条件 として 、既存の 日課活動

内に 指導機会が あ り、指導に お い て 身体ガ イ ダ

ン ス な ど強制力が強い プ ロ ン プ トを何度 も必要

と しない 行動で ある こ とを指摘 して い る 。 こ の

よ うな標的行動や指導場面の 選定に は、アセ ス

メ ン ト手続 きが 重要 とな る 。

　 ア セ ス メ ン トの 具体的な方法に つ い て 、指導

場面 の選定に は生態学的ア セ ス メ ン ト （加藤，

1997）が 、 標的行動の 選定に は対象者が有す る

既存 の ス キル に つ い て の ア セ ス メ ン トが あ る。

生態学的ア セ ス メ ン トとは、家族の 日課活動 を

調査 した結果か ら、保護者が 無理 な く標的行動

を指導で きる機会 を選定する ため の ア セ ス メ ン

トで あ り、 先行研究 にお い て も多 く用 い られ て

きた （飯島ら ， 2008；小井田 ・園 lrl，2004 ；倉

光 ら，2008）。 また 、 ス キル の ア セ ス メ ン トに

関 して 、 Yokoy   a，　Naoi ．　a 皿d　Yamamoto （2006）

は絵 カ ー ドを用 い た選択要求行動を構成する行

動 と して 、絵 カ ー ドに手 を伸ばす こ と、掴む こ

と、手渡すこ と、弁別す る こ との 4 つ の ス キ ル

を挙げ 、 こ れ らの ス キ ル 獲得状況 を ア セ ス メ ン

トし、その 結果か らPECS の 指導 ス テ ッ プを簡

略化 して 、 対象者の 要求行動 を形成する こ とに

成功 した 。

　
一

方 、 保護者の 指導行動 の 強化随伴性に関 し

て 、 保護者が指導の 結果を継続的に記録する こ

との 有 効性 が指 摘 され て い る （高畑 ・武 蔵 ，

1998 ；竹 内 ・島宗 ・橋本，2002）。 保護者が 日

常場面に おける指導結果 を継続 的に記録する こ

とは、記録結果に対する支援者の フ ィ
ー ドバ ッ

クが保護者の 指導行動 の 強化子 と して 機能 しう

る こ と （高畑 ・武蔵 ， 1998）が指摘 されて い る 。

また、記録結果か ら指導手続きの 修正が で きる

こ とや 、 保護者 に新 たな指導行動 の 自発を促す

こ と （竹内ら ， 2002）な どの様々 な意義が 示さ

れ て い る 。

　 そ こ で 本研究で は 、 こ れ まで に コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 指導に取 り組 ん だ こ とが あ っ たが、維

持 されなか っ た自閉性障害幼児 1名の要求行動

に対して、生態学的ア セ ス メ ン トに基づ き指導

場面 を選定 し、 対象児の ス キル ア セ ス メ ン トに

基づ くより具体的 な標的行動を選定した 。 そ し

て 、標的行動 に対す る指導方法 を母親 に教授 し、

日常場面 で 母親が 指導 し、そ の 結果 を記録す る

こ との 有効性 を検討 した 。

1．方　法

　 1 ．対象児

　医療機 関で 自閉性障害 と診断され た 、保育園

在籍の 男児 1 名を対 象 と した （以下 ，A 児）。

研究開始時の 生活年齢は 5歳 6 ヵ 月で あ り、同

年齢時 に実施 したKIDS乳幼児発達 ス ケ
ール の

結果 は、総合発達年齢 0 歳 llヵ 月 、 運動 1 歳 7

ヵ 月、操作 0 歳 10 ヵ 月、理 解言語 0 歳 7 ヵ 月 、

表出言語 0 歳 6 ヵ 月 、 概念 1 歳 3 ヵ 月、対子 ど

も社会性 1歳 6 ヵ月、対成人社会性 0歳 4 ヵ 月、

しつ け 1 歳 llヵ 月、食事 1 歳 1 ヵ 月で あ っ た 。

簡単な身振 りの 指示 に は従 うこ とがで き、 紐 を

振 り回 し て 眺め る な ど の 感覚遊 び を主 に好 ん

だ。

　 研究 開始時 に お ける保 護者か らの 主訴 と し

て 、
コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の 表出や社会的な行動

の 獲得 が挙 げ られた 、 A 児の 対人関係 における

行動特徴として、有意味な発話は な く、 音声模

倣 は困難で あ り、自発的な他者へ の はた ら きか

けはほ とん どみ られ なか っ た 。 また 、 好み の 物

品が撤去 され た際な どに激 しい か ん し ゃ くが み
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られた。

　 以上 の こ とか ら 、
コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン行動 を

支援 目標の 1 つ とし、 コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン行動

の 中で も対象者の 好み の 物品が 随伴され、指導

しや す い とされ て い る要求行動 （小田 ・藤田
・

井上 ，1998） を 、 音声反応の 代替手段で 表現す

る こ と を標的行動 とした 。 こ れ まで の 経過 と し

て、母親がA 児に対 して 、 写真 カ ー ドを用 い て

の 要求行動 の 指導に取 り組ん だ 経験 が あ っ た 。

その 結果 、 A 児 は写真 カー ドの 手渡 しに よる要

求行動を自発す る よ うに なっ たが 、 研究開始時

で は取 り組み が続 い て い なか っ た 。 その 理 由を

母親は、常に写真カ
ー ドを用意する こ とが母親

に と っ て 負担 で あ っ た こ とを挙げた 。 以上 の こ

とか ら、 代替手段 の 具体的方法 には写真カー ド

の 手渡 しを用 い る こ ととし、母親が無理の ない

時間帯で 、 か つ 負担が 少 な い 形で の 指導を行う

こ とと した 。

　本研究 を開始するにあた り、 母親 に本研究の

内容を説明し、研究参加 の 同意 を得た 。

　 2．設　定

　A 児に対す る指導と記録は、家庭 で 母親が 実

施 した 。 所定の 用紙 に 記録 し、そ の 記録を、原

則 として週 1 回 1 時間で 、A 児に対す る個別指

導や母親の 相談を実施 して い た B大学の 教育相

談場面 に持参 して もらっ た 。 記録結果 をもとに

支援者 （研究実施時、B 大学の 大学院生 で あ っ

た 第 1著者） と母親で 話 し合 い 、指導手続 きを

作成 ・修正 した 。 母親が家庭で記録する 日数に

つ い て は、「で きる だ け多い 方が 好ま しい が、

事情が あ る場合に は無理に 実行 しな くて も構わ

ない 」こ と と した 。

　 3 ．教 　材

　A 児の 要求行動 の 教材 として 、写真カー ドを

使用 した。A7 サ イズ で作成 し、各写真 に つ き

1 つ の 菓子や 余暇活動の 物品な どが示 されて お

り、ラ ミネー ト加工 し、ボ
ー

ドに マ ジ ッ クテ
ー

プ で接着 した 。 支援者が見本 と して 3 種類の 菓

子 に つ い て の 写真カ ー
ドを作成 し、そ れ以外の

写真 カ ー ドは母親が作成 した 。

　 4 ．手続 き

　　 1）事前 ア セ ス メ ン ト ：指導場面 を選定す

る た め に 、 家族 の 1 週 間の 日課活動に つ い て 、

母親 に聴 き取 りを した 。 聴 き取 り結果か ら、 母

親が 最低週 3 回で 1 回あた り15分程度は指導可

能 で ある こ と、A 児 の 要求行動が生 起 しうる場

面で ある こ とを基準に選定した。そ の 結果、夕

食後10分程度の お や つ 場面が 指導場面 として選

定 された 。

　次 に、A 児の 好み の 物品 を行動観察か ら評価

す るため の 記録用紙を母親に渡 し、家庭で 1週

間記録し て もら っ た。記録項 目は、Dyer （1987）

を参考 に して 、A 児が 10秒以 上 接触 した物 品、

A 児が接触 して い る最中 に他者が 取 り上 げよ う

とす る と抵抗 を示 した物品 、 A 児か ら取 り上 げ

る とす ぐに取 り返そ うとした物品 を 、 所定の 項

目に記述 して もら っ た 。 項目が重複 した 物品に

つ い て は、そ の 物品名を該当す る項 目す べ て に

記述 して もらっ た 。 上記の 項 目に該当した もの

をA 児の 好み の 物 品と した 。 記録場 面は、家庭

にお ける 10分程度の 自由遊び場面で あ っ た 。 記

録結果か ら、菓子
・ジ ュ

ース ・紐 ・ス リ ッ パ ・

ビ デ オが好み の 物品に挙げ られた 。 記録用紙の

例 をFig．1の 左側 に示 した。

　 また、B 大学の 教 育相談場面に お い て 1セ ッ

シ ョ ン 、A 児の 要求行動 の ス キ ル 獲得状 況を、

支援者 と机に向か い 合 わせ に座 り、 2 、 3 枚の

写真カ ー
ドか ら菓子を選択要求する設定で行動

観察 した。具体的な観察内容は、Yokoyama ，　et

al，（2006）にな らい 、写真 カー ドに対 して （a）

手 を伸ばす 、 （b）弁別する （手を伸 ば した実物

の 菓子 と同様の 写真 カー ドに手を伸 ばす）、（c ）

手に取る 、（d）他者に 手渡す、とい っ た行動を

自発 的に示すか ど うか を 観察 した。そ の 結果、

（a） （b） （c ） （d）す べ て の 行動を 自発 した 。 こ

の 結果か ら、PECS の マ ニ ュ ア ル で は単
一

の 写

真 カー ドの 手渡 しに よ る要求行動か ら指導を開

始す るが 、 複数の 写真カ ー
ドか ら の 選択要求行

動か ら指導で きる と推察され た 。

　以上の 結果か ら指導手続 きを立 案 し、お や つ

場面 を指導場面 として 、 2 、 3 枚の 写真 カー ド

か ら の 選択要求行動 を指導す る こ とと した。具
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　　　　　　　Fig．1　母親が使用 した記録用紙 の 例

左側 が 好 み の 記録用紙を ， 右側が指導開始後の 記録用紙 を示 して い る．

各用紙 の 上段は記入例を示 して い る．

体的 な指導方法に関 し て 、A 児 と母親 は 机上に

向か い 合わせ に座 り、机上 にA 児が好 きな菓子

の 写真カ
ー

ドを 2 、 3枚 ボ ー ドに は り付けて提

示する こ と と した 。 正反応 は、A 児が 写真カー

ド 1枚 をボ ー ドか らはが して、母親 に手渡す こ

とと した 。 正反応 に対 して は、写真カ ー ド に示

された物品 を手渡すこ と と した 。 誤反応 ・無反

応に対 して は、な る べ く即時で 指差 し、 身体ガ

イダン ス を順 に提示する こ とと し、 その 結果 と

して A 児 が写真 カー ド 1 枚を手渡 した 際に は 、

写真 カ
ー

ドに示 され た物 品 を手渡 す こ と とし

た 。

　　 2）母親へ の 指導手続 きの 教授 （5 月 2 週

目）：母親へ の 指導手続 きの 教授 は 、 相談場面

にお い て 1 セ ッ シ ョ ン で 行 っ た 。 具体的な教授

方法は、まず、書面 を用 い て 手続 きを教示 した 。

次 に 、 支援者が A 児に対 して 指導手続 きを直接

行い 、指導手続 きの モ デ ル 提示 をした。 モ デ ル

提示後に 、 母親がA 児に対 して 指導手続 きを実

施 し、そ れ に 対 して 指導者が フ ィ
ー

ドバ ッ ク を

提示 した 。

　以 降は 、日常場面で母親が指導する こ と と し

た 。 母親へ 記録用紙を渡 し、指導 した 日は記録

す る こ ととした 。 記録用紙 は、A4 サ イズ 1 枚

で 、 1 日に つ き 1 枚使 うこ ととした 。 記録内容

は、日時、要求行動が み られ た際 に援助を提示

したか どうか、そ して その 要求対象物で あ っ た。

援助に つ い て の 記録方法 は、母親が何 も援助を

提示 しなか っ た場合は 「自分か らカ
ー

ドを渡 し

た」に 、指差 しや 身体ガ イ ダ ン ス な ど何 らか の

援助 を提示 した場合 は 「手が か りが必要だ っ た」

に 記録する こ と と した 。 記録用紙の 例 をFlg．1

の 右側に示 した 。 また、 1 日に要求する回数に

つ い て は 10回程度 を目安 とし、無理 に多 く行 わ

な くて も構 わ な い こ とと した 。

　なお 、母親が 実際に記録 した場面に つ い て 、

おや つ 場面の 他 に、午後 4 時か ら 5 時の 自由遊

び場 面にお い て、紐 ・ビデ オ な どの 余暇活動 に
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用 い る物品 の 要求や 、朝食場面 ・昼食場面 ・夕

食場面にお い て、食べ 物の 要求に つ い て も記録

が され た 。 こ れ らの 場面で の 指導は、母親が自

発的に取 り組んだ 。

　　 3 ）カー ド探索 条件 （5 月 4 週 目）：PECS

の フ ェ イズ 2 を参考 に して 、 写真 カ ードを貼 り

付けた ボ
ー

ドを、机上 で は な く家庭 の 居間にお

ける特定の 壁 に、常に設置するこ ととした 。A

児が 要求す る際に は、ボ ー
ドの 前まで移動して、

写真 カー ドを 1 枚手 に取 り、 母 親の 前 まで 移動

して 、母親 に手渡す こ とが必 要な行動 で あ っ

た 。

　　 4 ）時 間遅延法条件 （5 月 5 週 目）： カー

ド探索条件か らプ ロ ン プ ト手続 きを変更 し、 5

秒の 無反応 を示 した ら指差 し、身体ガイダン ス

を順に 提示する こ と と した 。 これ は 、記録に基

づ い た母親 との 話 し合 い か ら、 実施す る こ と と

した 。

　　 5 ）対人般化テ ス ト ：写真カ ー
ドを手渡す

相手を父 親で 実施 した 。 そ れ以外は こ れ まで の

手続 きと同様 とした 。

　　 6 ）誤物品提 示試行 （6 月 2 週 目）：Ya −

mamoto 　and 　Mochizuki （1988） を参 考に 、
　 A 児

が 写真 カ ー ドを手渡 した ら、写真カ ー ドに 示 さ

れ た もの とは異なる物品 を提示する こ とを誤物

品提示試行と し、特定の 1週 間で 4試行を実施

する こ とを母親 に依頼 した 。 誤物品提示試行の

際の正反応は 、 提示 された物品 を受け取 らず に

拒 否す るか、机 上に置か れ た写真 カー ドを もう

一
度手渡す こ と と した 。

　　 7 ）母親へ の 記録再依頼 ： 7 月 4 週 目の 記

録 中断か ら 6週間後の 9 月 1週 目と18週間後の

12月 1 週 目に、 1 、 2 週 間 の 記録 をする こ とを

母親 に依頼 した 。 なお 、 9 月 1週 目の 記録再依

頼期で は 、 母親が記録 する項 目 を追加 し、写真

カ ー ドの 手渡 し時または要求 した物品の 手渡し

時 に、母親 とA 児 の 目が約 3 秒以上 合 っ た か ど

うか （ア イ コ ン タ ク ト） を記 録す る こ と と し

た。

　　 8 ）社会的妥当性の 評定 ：12月 2 週 目に 、

  A 児の 要求行動の 獲得に対 して本支援 が有効

で あ っ たか どうか、  記録用紙を用 い て の保護

者支援の 実行負担な どにつ い て の 質問が 記載 さ

れ た 質問紙を母親 に渡 し、「非常 に そう思 う」、

「や やそ う思 う」、 「わか らな い 」、 「あ ま りそ う

思 わ な い 」、「全 くそ う思 わ な い 」の 、 5段階で

回答 して もらっ た 。 具体的 な質問内容 に つ い て

は 結果の 項 目に 示 した 。

　 5 ．反応 の記録 および信頼性

　母 親の 記録結果か ら、「自分か らカ
ー

ドを渡

した 」を正 反応 の 、「手が か りが 必 要 だ っ た 」

をプ ロ ン プ トが提示 された 反応 の 指標 と して 、

正反応 ・プ ロ ン プ ト提示の 生 起数を週 ご と に ま

とめ た。さらに、記録実施中に使用 した要求対

象物の 累積 数を週 ご とに ま とめた。

　 また、母親へ の 記録再依頼期で は 、 母親の 記

録を基に、ア イ コ ン タ ク トの 生起率 を日ご と で

算出した 。 具体的な算出方法は、ア イ コ ン タク

トの 生起数 を、 要求行動 を行 っ た数で 除 した も

の に 100を掛ける こ とで 算出 した。

　なお、指導実施中に第 1著者が 1 日家庭で の

様子 を観察 し、 母親の 記録の 信頼性 、 手続 きの

実行度 を確認 した 。

皿．結　果

　 1．A 児の要求行動の推移

　各場面 にお ける A 児の 要求行動 に関する 反応

の 推 移をFig．2 に示 した 。 母親に対 して指導手

続きを教授 した後 は 、 当初か ら正 反応 を多く示

す こ とが で き、母親の 指導 日数 も徐 々 に増加 し

た。 しか しなが ら、 5 月 4 週 目に カー ド探索条

件を行うと、プ ロ ン プ ト提示 に増加が み られた 。

プ ロ ン プ トを提示 した反 応に つ い て母親 に よれ

ば 、 母親が 指 さ しを提示する まで 、A 児が 自分

か ら ボー ドま で 歩 い て 行か な い 様子が見 られ

た 。 そこ で 、 5 月 5 週 目に時間遅延法を行うと、

徐々 に正反応 が増加 した 。 対 人般化 テ ス ト ・誤

物品提示試行は い ずれ も 4試行行 い 、 すべ て 正

反応 を示 した 。 母親へ の 記録再依頼期で は い ず

れの 時期 にお い て も、プ ロ ン プ トを提示する必

要が あ っ た 反応 は見られ たが 、記録依頼 して い

た時期 とほ ぼ同数の 正 反応 を示 した。
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　要求対象物 の 累積数 を Fig．　3に示 した 。 5 月

2 週 目は 10枚の 写真カ
ー

ドを使用 した 。 指導 を

進 め るに つ れ 、 母親が 自発的に新 しい 写真カ ー

ドを作成 し 、 12月 1週 目まで に累積で 42枚 の 写

真カ
ー

ドを作成 した 。

　母親 へ の 記録再依頼期 における A 児の ア イ コ

ン タ ク ト生 起率の 推移 を 、 Fig，4に示 した 。 カ

ー ドの 手渡 し時で は 13％ か ら 100％ の 範囲で 平

均 72％の 、物品の 手渡し児で は25％か ら67％の

範囲で 平均46％ の 生起が 見 られ、特 に カ ー ドの

手渡 し時に多 く見 られた 。 母親の エ ピソ
ー

ドに

よれ ば、こ れ まで の A 児 との や り取 りで ア イ コ
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Table 　1　社会的妥当性 の 評定結果

質問項 目 結果

・
お子 さん が以前よ り自発的 に要求を伝 えられる ようになっ た．

・お子さん が要求を 1人 で伝えられる よ うにな っ た．

・お子さん が要求を伝え られ る こ とで起こ る困難が 少なくなっ た．

・お子 さん が要求 を伝 え る 対象が増 えた。

・こ れ まで の コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン よ りも写真 カ ー

ドを用 い るほ うが コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン が

容易 になっ た．

・こ の コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン 指導法は無理 な く実施で きた．

・チ ェ ッ ク リス トを用い て結果 を記録する こ とは無理 な く実施 で きた．

・チ ェ ッ ク リス トか らそれ以降の 支援の 方法に 関して 話 し合うとい うや り方は妥当だ っ た．

・お子さん が写真 カ ードで コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン する こ とで ，理解で きる要求 の 幅が増 えた．

・こ の コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン 方法 はお子 さんにとっ て今後 も役に 立 つ と思う．

・こ の コ ミュ ニ ケ ーシ ョ ン 方法 は お 子 さん が 自分 の 要求を伝え るため に役に 立 つ と思う．

5

553

4

555355

結果の 数字は，5 ：非常にそ う思 う，4 ：ややそ う思 う，3 ：わか らない ，2 ：あまりそ う思わない
，

1 ：全 くそ う思わ ない ， を示 して い る．

ン タ ク トが見られ た こ とはほ とん どなか っ た と

の こ とで あ っ た 。

　母親の 記録 日数は平均週 5 日で 、 3 日か ら 7

日の 範囲で 維持 され 、 自由遊び場面で最 も多 く、

次 い で 夕食場面で 多 く記録 され た 。 記録場面に

関 して 、 指導を進め る につ れ 、当初は指導場面

と して選定 して い なか っ た自由遊 び場面 ・夕食

場面 ・朝食場面 ・昼食場面で も、各場面 に対応

した 要求対象物 の 写真 カ ー ドを母親が用意 し、

記録が された 。

　 2 ．社会的妥 当性の 評定結果

　社会的妥 当性 の 評 定結果 をTablc　1 に示 した。

ほ と ん ど の 質問項 目で 「非常にそ う思 う」また

は 「やや そ う思 う」の 回答が 得られ た 。

】v．考　察

　本研究で は 、 自閉性障害児 1 名に対して写真

カ ー ドを用 い た要求行動を形成す るた め に 、ア

セ ス メ ン ト結果 に基づ い て 指導手続 きを立案

し、 母親 に教授 した 。 さ らに、母親の 記録に基

づ い て 指導手続 きを修正 した結果、カ ー ドを探

索する 条件にお い て もA 児が選択 要求す る こ と

が 可能 とな っ た。以上 の 結果 は 、 ア セ ス メ ン ト

結果か ら指導手続 きを立案 し、記録か ら指導手

続 きを修正す る こ とに よ る母親 の 指導手続 きの

維持お よび A 児 の 要求行動 の獲得へ の 有効性 を

示 して い る 。 また 、母親の社会的妥当性 の 評定

結果 よ り、本研究で行わ れ た指導手続 きの 効果

を高 く評価 して い る こ と、負担に つ い て は 高 く

感 じて い な い こ とが 明 らか に な っ た 。

　母親の 行動 に関 して 、 記録 ・指導が維持 され、

記録を実施 した場面 の 増加 や、写真カ
ー

ドの 種

類 を増 や した な ど新 た な 取 り組み が 自発 され

た 。 こ の よ うな母親 の 行動 が生起 した要因に つ

い て 、 以下の 2 つ が考 えられた。まず、ア セ ス

メ ン ト結果に基づ い て母親が 指導 しや すい 標的

行動お よび指導場面 を選定 した こ とが挙げ られ

る 。 具体的 には 、 生態学的ア セ ス メ ン トか ら、

母親が無理 な く指導 を継続で き、さ らにA 児の

要求行動の 生 起機会がある場面 を選定 した。ま

た 、 選択要求行動を構成す る行動の獲得状況 に

つ い て の ア セ ス メ ン トか ら、A 児が選択要求行
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動 にお い て も即時 に正反応 を示す こ とがで きる

と推察した。以上の アセ ス メ ン ト結果に基づ い

た こ と で 、 母親に対する指導手続 きの 教授は 1

セ ッ シ ョ ン の みで 、 母親が無理 な く指導 を継続

で きた と考え られ る 。 この こ とは、生態学的 ア

セ ス メ ン トの 結 果 に基づ い て 指導場面 を選 定

し、母親の 指導維持 を示すこ とが で きた先行研

究 （飯島ら ， 2008；小井田
・園山 ， 2004；倉光

ら，2008）と一致 した結果とい える 。

　 もう 1 つ の 要因 と して 、 母親に継続的な記録

を依頼 した こ とが挙 げられる 。 こ の こ とは 、 記

録結果 に対する支援者の フ ィ
ー ドバ ッ ク が 母親

の 指導行動の 強化子 として機能 しうる こ と （高

畑 ・武蔵，1998）や 、 母親が子 ど もの 行動記録

をす る こ とで 新たな指導行動 を自発 しうる こ と

（竹内ら，2002）か ら も指摘で きる 。 本研究 で

は 、 要求行動が 自発 した か どうか を記号で 記入

する、比較的簡便 な手法に よる記録 を母親 に依

頼 した こ とで 、記録行動が 維持 され、母親の 新

た な取 り組み が 自発した と推察される 。

　A 児 の 要求行動が 自発 され る場面が拡 大 した

こ とに つ い て は 、 保護者が 指導場面以外の場 面

に も、 写真 カ ー ドを用 意す る よ うにな り、そ の

結 果 と して A 児の 要求行動が生 起する場面が増

えた こ とは意義が ある とい える 。 しか しなが ら、

本 人の QOL を考慮す る と、その 場面に お い て 要

求で きる か どうか は他者 （母親）の 行動 に依存

して い る こ とになる 。 今後 は 、 写真カ
ー

ドが用

意 され て い な い 新 たな選択肢 を自ら要求する行

動 （望 月 ・野崎 ，
1999）や 、写真カ

ー
ドが貼 ら

れ た ボ
ー

ドをA 児が携帯 して 様 々 な場面 で要求

行動 を 自発で きる （Frost＆ Bondy ，2002）た め

の 介入を検討する必要が ある 。

　
一

方 、 母親へ の 記録再依頼期の 結果 か ら、ア

イ コ ン タ ク トの 高い 生起率が示 された 。 母親 の

エ ピ ソ
ー ドによれば要求行動の指導開始以前 よ

りも多 くア イ コ ン タ ク トが見 られ た と の こ とで

あ っ た 。 母親へ の 記録再依頼期 よ り以前の 記録

が ない こ と、記録実施 中で もア イ コ ン タ ク トの

生 起率に 差が ある こ とな どか ら、 要求行動の 指

導 とア イ コ ン タ ク トの 生起 との 関係を客観的に

示す こ とは で きない が 、 先行研究 にお い て 絵 カ

ー
ドを用 い た要求行動 を形成 した結果、ア イ コ

ン タ ク トの 生起が増えた こ とが報告され て い る

（Charlop−Cristy，　et　al ．
，
2002；加藤 ら ， 2008）。 要

求行動 を標 的と した保護者支援 にお い て も、 ア

イ コ ン タ ク トを増加させ る こ とが で きるか ど う

か は今後の 課題で ある。

　本研 究の 限界 と して 、 対象が 1事例で ある こ

と、 母親の ニ ーズや子 ど もの 実態に合 わせ て 支

援 したた め に、厳密な実験計画を導入す る こ と

が 困難で あ っ た こ と が挙げ られ る 。 今後は 、 複

数の 事例 に対 して実験計画に基づ い た実践 と分

析 を行 うこ とが 必 要で あ る。

註

1＞本論文に おける用語 の 定義と して、「標的行動」

　は対象児 の 目標行動 に対 して 使用 し、「指導」は

　保 護者 が対象児に 行 う手続 きに対 して 使用 し、

　「支援」は ア セ ス メ ン トの 実施 か ら保護者に対す

　る指導手続 きの 教授 まで を 総称 し て使用 す る。
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Ethcts  of  parent training on  requesting  behaviors with  picture cards  of  a  young  child  vvith

                                     autism.

Tsutomu KAMIYAMA'  and  Fumiyuki  NORO"

  The present study  assessed  the effects  of  a  parent training for teaching requesting  behaviors with

picture cards  on  a  child  with  autism.  Teaching  settings  and  procedures to the  child  were  based on

inforrnation of  an  ecological  assessment  and  a skill assessment.  The  parent was  trained  to use  the

teaching procedures at  home. Results indicate that the child exhibited  increase in requesting  behayiors

with  picture cards  and  the parent maintained  recording  the child's requesting  behaviors with  picture

cards  in teaching settings. Additionally, the parent taught  requesting  behaviors with  picture cards  to the

child  in other  settings.  Also, social validity ratings  by the parent indicated that she  viewed  the interven-

tion as  acceptable  and  effective,  Future researches  are to evaluate  the effectiveness  of  the parent

training on  other  panicipants and  other  behaviors based on  systematic  research  designs.

Key words:  autism,  requesting  behavior, AAC,  parent training, assessment
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